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知事の米国訪問について（結果概要） 
 
「ヘルスケア・ニューフロンティア」を世界に発信し、国際連携をさらに強化するため、５月

３日から９日にかけて、黒岩知事が米国を訪問しました。 

今回の訪問では、本県と米国東部の２州とのライフサイエンス分野での協力に関するＭＯＵ（覚

書）の締結、一般社団法人ライフイノベーション国際協働センター（ＧＣＣ）(*1)と米国の主要

な大学、研究拠点３機関とのＭＯＵの締結など、大きな成果がありました。 

これらの成果を、今後の国際展開の大きなステップとして、ヘルスケア・ニューフロンティア

の取組みを一層加速させていきます。 

 
１ 県と州政府との覚書締結 

  ライフサイエンス分野の先進地域であるメリーランド州及びマサチューセッツ州と、それぞ

れ同分野での研究開発やビジネス交流など、包括的な協力に関するＭＯＵ（覚書）を締結しま

した。 

（１）メリーランド州との覚書締結【写真①】 

ア 締結日：５月６日 

イ 場所：メリーランド州庁舎（メリーランド州アナポリス） 

ウ 主な出席者：神奈川県 黒岩知事、メリーランド州 オマリー知事 

 

（２） マサチューセッツ州との覚書締結【写真②】 

ア 締結日：５月７日 

イ 場所：マサチューセッツ州議事堂（マサチューセッツ州ボストン） 

ウ 主な出席者：神奈川県 黒岩知事、マサチューセッツ州 パトリック知事 

 

２ ＧＣＣと米国関係機関との覚書締結 

県の主導で設立された一般社団法人ライフイノベーション国際協働センター（ＧＣＣ）が、

米国の主要な３つの機関と医療機器の開発や、臨床研究などの協力に関するＭＯＵ（覚書）を

締結しました。知事も立会人として署名しました。 

（１） ジョンズホプキンス大学・病院との覚書の締結【写真③】 

ア 締結日：５月５日 

イ 場所：ジョンズホプキンス大学（メリーランド州ボルチモア） 

ウ 主な出席者：ＧＣＣ 松本代表、ジョンズホプキンス大学 ロスマンＣＥＯ、 

        神奈川県 黒岩知事 

（２） ダナ・ファーバー・がん研究所との覚書の締結【写真④】 

ア 締結日：５月７日 

イ 場所：ダナ・ファーバー・ハーバードがんセンター（マサチューセッツ州ボストン） 

ウ 主な出席者：ＧＣＣ 松本代表、ダナ・ファーバー・がん研究所 ベンツ代表、 

        神奈川県 黒岩知事 



 
（３）  米国退役軍人省(VA)パロアルト・ヘルスケアシステムとの覚書の締結【写真⑤】 

ア 締結日：５月８日 

イ 場所：米国退役軍人省(VA)パロアルト病院（カリフォルニア州パロアルト） 

ウ 主な出席者：ＧＣＣ 松本代表、米国退役軍人省(VA)パロアルト･ヘルスケアシステム   

ルーング博士、ダネンバーグ副代表、神奈川県 黒岩知事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ ヘルスケア・ニューフロンティアに関する講演【写真⑥～⑪】 

米国の主要な大学や研究機関等８か所を訪問し、代表者や研究者等のキーマンに対し知事

が講演を行うなど、ヘルスケア・ニューフロンティアの取組みを広く発信し、理解と賛同を

得ました。 

（１） ジョンズホプキンス大学（メリーランド州ボルチモア） 

（２） ＮＩＨ（米国国立衛生研究所）（メリーランド州ベセスダ） 

（３） ＦＤＡ（米国食品医薬品局）（メリーランド州カレッジパーク） 

（４） ＮＣＡＴＳ（国立衛生研究所・先端科学技術移転研究所）（メリーランド州ロックビル） 

（５） ＣＳＩＳ（戦略国際問題研究所）（ワシントンＤ．Ｃ．） 

（６） ダナ・ファーバー・ハーバードがんセンター（マサチューセッツ州ボストン） 

（７）スタンフォード大学（カリフォルニア州スタンフォード） 

（８） 米国退役軍人省(VA)パロアルト・ヘルスケアシステム（カリフォルニア州パロアルト） 

 

 

 

＜県と州政府との覚書の概要＞ 

【目的】 

ライフサイエンス分野における、両地域の官民の団体・企業、大学、研究機関等の協力関係

の拡充と、両地域の友好関係のさらなる拡大を目指す。 
【相手方】 

１ メリーランド州側：オマリー知事 

２ マサチューセッツ州側：パトリック知事 

【主な合意内容】 

・主な協働分野（医薬品、医療機器、ヘルスケア IT等） 
・両地域の学術的・科学的なパートナーシップの推進を図るとともに、民間事業者間のビジネ

ス活動の振興を図る。 
 
＜ＧＣＣと米国関係機関との覚書の概要＞ 

【目的】  バイオテクノロジー等における協力関係を促進し、ビジネス分野における交流を通

して科学的・技術的基盤を強化する。 

【相手方】 

１ ジョンズホプキンス大学側：ロスマンＣＥＯ 

２ ダナ・ファーバー・がん研究所側：ベンツ代表 

３ 米国退役軍人省(VA)パロアルト・ヘルスケアシステム側：ダネンバーグ副代表 

  ※上記全ての覚書締結時に、黒岩知事が立会い。 

【主な合意内容】 

・バイオテクノロジー（医療機器等）、電子医療（電子化医療記録、遠隔地診療等）等の分野

において、研究開発や臨床研究を行うなどの、協働した取組みを推進していく。 



４ 現地での記者会見【写真⑫】 

佐々江駐米国全権大使の協力により、ジョンズホプキンス大学及びメリーランド州との覚

書締結について、現地で記者会見を行いました。 

（１）会見実施日：５月６日 

（２）場所：ナショナルプレスセンター（ワシントンＤ．Ｃ．） 

       

 

 

 

 

 

 

 ＜本件に関するお問合せ先＞ 

 
神奈川県ヘルスケア・ニューフロンティア推進局 
統括部長         山 口 電話０４５－２１０－３０４０ 
総括主幹     足立原 電話０４５－２１０－２７２０ 
ﾗｲﾌｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝｸﾞﾙｰﾌﾟ 伊 東 電話０４５－２１０－２７２５ 

 

 

(*1)一般社団法人ライフイノベーション国際協働センター：県主導で設立し、平成25年４月

にスタートした組織。平成26年４月末現在の会員は、味の素㈱、コニカミノルタ㈱、ソ

ニー㈱、㈱日立製作所、富士フイルム㈱、㈱三菱ケミカルホールディングス、ウイング

アーク１st㈱、㈱ＵＢＩＣパテントパートナーズ、㈱NTTPCコミュニケーションズ、TOTO

㈱、森下仁丹㈱、ロート製薬㈱、アンジェスMG㈱、（公財）神奈川科学技術アカデミー、

（公財）実験動物中央研究所の15団体。 



 
（参考） 

  【米国訪問スケジュール（結果）】 

日程  平成26年５月３日（土）～５月９日（金）（７日間） 

日付 行事 

３日 

(土) 

・成田空港発 

・ニューヨーク J.F.ケネディ空港着 

４日 

(日) 

・県内ライフサイエンス企業米国現地法人との意見交換 

（ワシントンＤＣへ移動） 

５日 

(月) 

・ジョンズホプキンス大学訪問 

 （ＧＣＣとの覚書締結） 

・ＮＩＨ（国立衛生研究所）訪問 

・ＦＤＡ（米国食品医薬品局）訪問 

・ＮＩＨ/ＮＣＡＴＳ（国立衛生研究所/先端科学技術移転研究所）訪問 

 

６日 

(火) 

・駐米日本国特命全権大使訪問 

・メリーランド州知事訪問 

 （県との覚書締結） 

・ＣＳＩＳ（戦略国際問題研究所）訪問 

・ナショナルプレスセンターでの記者会見 

 

（ボストンへ移動） 

７日 

(水) 

・ダナ・ファーバー・ハーバードがんセンター訪問 

 （ＧＣＣとの覚書締結） 

・マサチューセッツ州知事訪問 

 （県との覚書締結） 

・駐ボストン日本国総領事訪問 

  

８日 

(木) 

（サンフランシスコへ移動） 

・スタンフォード大学訪問 

・米国退役軍人省(VA)パロアルト・ヘルスケアシステム訪問 

 （ＧＣＣとの覚書締結） 

・サンフランシスコ空港発 

 

９日 

(金) 
・羽田空港着 

 
 

       



 

メリーランド州との覚書締結式【写真①】 

マサチューセッツ州との覚書締結式【写真②】 

 

 

 

 

 



ジョンズホプキンス大学・病院との覚書の締結【写真③】 

 
ダナ・ファーバー・がん研究所との覚書の締結【写真④】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 



米国退役軍人省(VA)パロアルト・ヘルスケアシステムとの覚書の締結【写真⑤】 
 

ジョンズホプキンス大学での講演【写真⑥】 
 
 
 

 



ＮＣＡＴＳ（国立衛生研究所・先端科学技術移転研究所）での講演【写真⑦】 
 

ＣＳＩＳ（戦略国際問題研究所）での講演【写真⑧】 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 



ダナ・ファーバー・ハーバードがんセンターでの講演【写真⑨】 
 

スタンフォード大学での講演【写真⑩】 
 

 
 
 

 



スタンフォード大学での講演【写真⑪】 
 

 

ナショナルプレスセンターでの記者会見【写真⑫】 

 
 


